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佐
賀
県
告
示
第
二
百
八
十
五
号 

 

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第

二
十
八
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
馬
渡
島
鳥
獣
保
護
区
及
び
糸
岐
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期

間
を
更
新
す
る
の
で
、
鳥
獣
保
護
区
の
設
定
（
平
成
四
年
佐
賀
県
告
示
第
五
百
七
十
六
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
賀
県
知
事 

 

古 
 

川 
 
 
 
 

康 
 
 
 

 

本
文
中
「
鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス
ル
法
律
（
大
正
七
年
法
律
第
三
十
二
号
）
第
八
条
の

八
第
一
項
」
を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第

八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
」
に
、
「
設
定
す
る
」
を
「
指
定
す
る
」
に
改
め
る
。 

 

そ
の
(一)
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

三 

存
続
期
間 

 
 
 

平
成
二
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

 

そ
の
(一)
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

四 

保
護
に
関
す
る
指
針 

 
 

イ 

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分 

 
 
 
 

森
林
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区 

 
 

ロ 

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的 

 
 
 
 

当
該
区
域
は
、
佐
賀
県
の
最
北
端
に
位
置
す
る
島
し
ょ
で
あ
り
、
玄
海
国
定
公
園

の
指
定
地
域
で
あ
る
。
本
土
と
は
異
な
っ
た
生
態
系
を
有
し
、
国
の
天
然
記
念
物
で

あ
り
、
準
絶
滅
危
惧
種
に
も
な
っ
て
い
る
カ
ラ
ス
バ
ト
を
は
じ
め
多
く
の
鳥
類
が
生

息
し
て
い
る
。 

 
 
 
 

こ
の
た
め
、
当
該
区
域
は
、
鳥
獣
の
生
息
の
た
め
の
重
要
な
区
域
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
し
、
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護
を
図
る
。 

 
 

ハ 

鳥
獣
保
護
区
の
管
理
方
針 



2 

 
 
 
 

区
域
界
の
主
な
場
所
に
、
鳥
獣
保
護
区
で
あ
る
こ
と
を
周
知
す
る
た
め
、
標
識
を

設
置
す
る
と
と
も
に
、
県
担
当
職
員
や
鳥
獣
保
護
員
が
随
時
巡
視
す
る
等
し
て
区
域

の
管
理
に
当
た
る
。 

 
 
 
 

ま
た
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
作
物
等
被
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
鳥
獣
保
護

事
業
計
画
又
は
特
定
鳥
獣
保
護
管
理
計
画
に
基
づ
く
有
害
鳥
獣
捕
獲
制
度
の
適
正
な

活
用
に
よ
り
被
害
防
止
に
努
め
る
。 

 

そ
の
(二)
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

三 

存
続
期
間 

 
 
 

平
成
二
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

 

そ
の
(二)
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

四 

保
護
に
関
す
る
指
針 

 
 

イ 

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分 

 
 
 
 

森
林
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区 

 
 

ロ 

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的 

 
 
 
 

当
該
区
域
は
、
太
良
生
活
環
境
保
全
林
を
含
む
地
域
で
、
植
生
が
豊
か
で
あ
り
、

多
く
の
鳥
獣
が
生
息
し
て
お
り
、
森
林
浴
及
び
自
然
観
察
が
楽
し
め
る
町
民
の
憩
い

の
場
と
な
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 

こ
の
た
め
、
当
該
区
域
は
、
鳥
獣
の
生
息
の
た
め
の
重
要
な
区
域
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
し
、
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護
を
図
る
。 

 
 

ハ 

鳥
獣
保
護
区
の
管
理
方
針 

 
 
 
 

区
域
界
の
主
な
場
所
に
、
鳥
獣
保
護
区
で
あ
る
こ
と
を
周
知
す
る
た
め
、
標
識
を

設
置
す
る
と
と
も
に
、
県
担
当
職
員
や
鳥
獣
保
護
員
が
随
時
巡
視
す
る
等
し
て
区
域

の
管
理
に
当
た
る
。 

 
 
 
 

ま
た
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
作
物
等
被
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
鳥
獣
保
護

事
業
計
画
又
は
特
定
鳥
獣
保
護
管
理
計
画
に
基
づ
く
有
害
鳥
獣
捕
獲
制
度
の
適
正
な
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活
用
に
よ
り
被
害
防
止
に
努
め
る
。 


